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国
鉄
分
割
・
民
営
化
反
対
！  

１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
！

１５５号
2023年４月1５日

東
京
地
裁
宛
て

行
政
訴
訟
署
名 

１
万
１
６
６
２
筆（
23
年
４
月
15
日
）

２
０
１
０
年
政
治
和
解
な
ど
国
労
本

部
の
屈
服
に
反
対
し
て
闘
っ
て
き
た

歴
史
を
語
っ
た
。

　
組
合
側
証
言
に
よ
っ
て
葛
西
や
井

手
の
関
与
が
明
ら
か
に
な
っ
た
以

上
、そ
れ
を
公
言
し
て
い
る
井
手
や
、

だ
。
し
か
し
、
裁
判
長
は
証
人
尋
問

を
却
下
し
、
逃
げ
よ
う
と
し
た
。
こ

の
た
め
組
合
弁
護
団
は
そ
の
場
で
裁

判
長
の
忌
避
を
申
立
て
た
。
裁
判
は

中
断
し
た
ま
ま
終
了
し
た
。
署
名
を

集
め
、
全
国
か
ら
怒
り
の
声
を
！

当
時
、
葛
西
の

指
示
で
動
い
た

深
澤
社
長
の
証

人
尋
問
は
絶
対

に
必
要
な
こ
と

　
東
京
地
裁
で
４
月
14
日
、
国
鉄

１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
・
Ｊ
Ｒ
復
帰
・

団
交
開
催
を
求
め
る
行
政
訴
訟
の
第

13
回
裁
判
が
行
わ
れ
た
。

　
今
回
の
裁
判
は
組
合
側
証
人
の
尋

問
で
、
動
労
総
連
合
の
田
中
康
宏
委

員
長
、
動
労
千
葉
の
中
村
仁
副
委
員

長
、
１
０
４
７
協
議
会
の
小
玉
忠
憲

さ
ん
が
証
言
に
立
っ
た
。

　
50
人
近
く
が
集
ま
り
、
傍
聴
で
き

な
い
人
も
。
東
京
地
裁
前
で
シ
ュ
プ

レ
ヒ
コ
ー
ル
を
上
げ
、
裁
判
に
臨
ん

だ
（
写
真
）。

　
田
中
委
員
長
は
、
被
解
雇
者
は
採

用
名
簿
に
一
旦
は
登
載
さ
れ
た
が
、

葛
西
ら
に
よ
っ
て
外
さ
れ
た
経
緯
を

明
ら
か
に
し
た
。こ
こ
に
国
鉄
分
割
・

民
営
化
の
本
質
が
示
さ
れ
て
お
り
、

国
家
的
不
当
労
働
行
為
の
証
拠
だ
。

　
証
言
の
最
後
に
、
名
簿
か
ら
排
除

す
る
過
程
に
井
手
と
深
澤
が
直
接
関

わ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
「
自
分
の
手

で
排
除
を
や
っ
た
人
間
が
そ
の
事
実

を
ず
っ
と
隠
し
て
き
た
。『
時
効
』

で
な
か
っ
た
こ
と
に
し
て
い
い
わ
け

が
な
い
。
真
実
は
目
の
前
に
あ
る
。

井
手
・
深
澤
を
法
廷
に
呼
ん
で
真
実

を
明
ら
か
に
す
べ
き
だ
」と
訴
え
た
。

　
裁
判
後
の
総
括
集
会
で
田
中
委
員

長
は「
２
０
１
０
年
の
政
治
和
解
後
、

国
鉄
闘
争
全
国
運
動
を
結
成
し
、
全

国
の
人
び
と
の
努
力
で
つ
か
み
取
っ

た
真
実
だ
。
こ
れ
を
武
器
に
責
任
を

取
ら
せ
る
」と
そ
の
思
い
を
語
っ
た
。

　
中
村
さ
ん
、
小
玉
さ
ん
は
そ
れ
ぞ

れ
の
闘
い
の
歴
史
を
語
り
、
中
村
さ

ん
は
「
大
変
だ
っ
た
け
ど
動
労
千
葉

は
み
ん
な
で
一
緒
に
闘
っ
て
き
た
。

分
割
・
民
営
化
か
ら
始
ま
っ
た
新
自

由
主
義
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
情

勢
が
来
た
」
と
訴
え
た
。
小
玉
さ
ん

は
国
労
組
合
員
と
し
て
４
党
合
意
や

業
務
融
合
化
撤
回
、首
都
圏
本
部
化
・

組
織
再
編
攻
撃
粉
砕
、
反
合
・
運
転

保
安
確
立
、
70
歳
ま
で
働
け
る
労
働

条
件
確
立
、
23
春
闘
勝
利
を
掲
げ
、

運
転
、
車
両
検
修
部
門
に
お
け
る
ス

ト
ラ
イ
キ
に
立
っ
た
。

　
３
月
ダ
イ
改
と
業
務
融
合
化
攻
撃

は
鉄
道
の
あ
り
方
を
覆
す
歴
史
的
攻

撃
だ
。
業
務
融
合
・
統
括
セ
ン
タ
ー

化
は
広
範
な
エ
リ
ア
を
「
一
職
場
」

と
し
、
駅
業
務
も
運
転
士
・
車
掌
も

勤
務
指
定
一
つ
で
会
社
の
自
由
と
い

う
も
の
だ
。
労
働
者
の
権
利
は
働
く

場
所
や
職
種
と
切
り
離
せ
な
い
。
権

利
の
根
本
を
解
体
す
る
攻
撃
だ
。

　
千
葉
支
社
は
全
駅
に
統
括
セ
ン

タ
ー
化
を
拡
大
し
、
乗
務
員
の
行
路

に
「
そ
の
他
時
間
」
を
組
み
込
も
う

と
し
て
い
る
。
業
務
融
合
化
攻
撃
の

動
労
千
葉
が
３
月
ダ
イ
改
ス
ト
ラ
イ
キ

業
務
融
合・
首
都
圏
本
部
化
に
職
場
か
ら
反
撃

　
動
労
千
葉
は
３
月
18
～
19
日
、
３

月
ダ
イ
改
阻
止
、
統
括
セ
ン
タ
ー
・

動
労
総
連
合
・
田
中
委
員
長

中
村
さ
ん
、小
玉
さ
ん
証
言

〝
真
実
を
明
ら
か
に
す
べ
き
〟

６・１８全国集会の成功を

全
面
的
な
拡
大
だ
。

　
車
両
セ
ン
タ
ー
で
は
幕
張
・
津
田

沼
車
両
セ
ン
タ
ー
で
構
内
業
務
の
要

員
削
減
が
強
行
さ
れ
た
。
入
出
区
や

出
区
点
検
業
務
に
つ
い
て
Ｃ
Ｔ
Ｓ
が

行
っ
て
い
た
業
務
の
一
部
を
Ｊ
Ｒ
本

体
の
乗
務
員
に
や
ら
せ
る
も
の
だ
。

　
こ
れ
は
外
注
化
の
破
た
ん
の
表
れ

だ
。
乗
務
員
の
労
働
強
化
の
意
味
で

も
、
Ｃ
Ｔ
Ｓ
プ
ロ
パ
ー
を
雇
っ
て
お

い
て
業
務
を
な
く
す
意
味
で
も
許
す

こ
と
は
出
来
な
い
。
た
だ
ち
に
外
注

化
を
撤
回
し
て
、
業
務
も
出
向
者
も

す
べ
て
Ｊ
Ｒ
に
戻
し
、
Ｃ
Ｔ
Ｓ
プ
ロ

パ
ー
社
員
は
Ｊ
Ｒ
で
雇
え
！

　
今
回
の
ス
ト
は
、
６
月
の
車
両
セ

ン
タ
ー
の
首
都
圏
本
部
化
、
７
月
の

全
駅
の
統
括
セ
ン
タ
ー
化
で
始
ま
る

大
再
編
攻
撃
と
対
決
す
る
「
第
１
波

闘
争
」
だ
。

　
今
回
の
ス
ト
ラ
イ
キ
は
、
岸
田
政

権
は
、
敵
基
地
攻
撃
能
力
保
有
や
大

軍
拡
予
算
な
ど
、
戦
争
国
家
化
に
突

き
進
み
、
労
働
者
の
生
活
が
破
壊
さ

れ
て
い
る
中
で
の
闘
い
だ
。
春
闘
を

め
ぐ
っ
て
は
岸
田
や
財
界
が
「
労
働

組
合
で
は
な
く
自
分
た
ち
が
賃
金
を

上
げ
て
い
る
」
か
の
よ
う
に
振
る

舞
っ
て
い
る
。

　
他
方
、
連
合
に
よ
っ
て
労
働
組
合

や
団
結
し
て
闘
う
こ
と
に
希
望
を
見

い
だ
せ
ず
、
抑
え
込
ま
れ
て
き
た
労

働
者
の
怒
り
の
爆
発
が
始
ま
っ
て
い

る
。
賃
上
げ
や
労
働
条
件
を
勝
ち
取

る
の
も
、
戦
争
を
止
め
る
の
も
、
労

働
者
の
団
結
し
た
力
だ
。

組
織
拡
大
で
反
撃
を

　
ス
ト
当
日
の
18
日
、
幕
張
車
両
セ

ン
タ
ー
前
と
千
葉
運
輸
区
前
で
の
街

宣
を
行
い
、
午
後
か
ら
ス
ト
総
決
起

集
会
を
開
催
し
た
。

　
動
労
千
葉
の
関
道
利
委
員
長
は
、

ス
ト
に
立
っ
た
意
義
に
つ
い
て
「
賃

上
げ
や
労
働
条
件
を
か
ち
と
る
の

も
、
戦
争
を
止
め
る
の
も
、
労
働
者

の
団
結
し
た
闘
い
の
力
だ
」と
語
り
、

階
級
的
労
働
運
動
の
再
生
に
向
け
た

闘
い
を
提
起
。
ま
た
組
織
拡
大
に
向

け
て
「
会
社
へ
の
最
大
の
反
撃
は
動

労
千
葉
の
組
織
拡
大
だ
。
職
場
の
意

識
も
間
違
い
な
く
動
い
て
い
る
。
ス

ト
を
貫
徹
し
、
組
織
拡
大
実
現
へ
闘

お
う
」
と
訴
え
た
。

　
渡
辺
剛
史
書
記
長
は
業
務
融
合

化
、
外
注
化
の
撤
回
、
65
歳
以
降
の

雇
用
延
長
に
向
け
た
闘
い
を
訴
え
、

「『
今
だ
け
、
金
だ
け
、
自
分
だ
け
』

と
い
う
考
え
を
捨
て
る
こ
と
が
大
事

だ
。
こ
こ
で
闘
わ
な
け
れ
ば
会
社
は

攻
撃
を
さ
ら
に
強
め
て
く
る
。
闘
わ

ず
に
許
し
て
い
た
ら
ど
う
な
る
の
か

を
若
い
人
た
ち
に
訴
え
て
い
く
ス
ト

だ
」「
ダ
イ
改
・
春
闘
の
闘
い
を
６
、

７
月
の
組
織
大
再
編
攻
撃
を
見
据
え

た
第
１
波
闘
争
と
し
て
構
え
て
闘

う
」
と
闘
い
の
意
義
を
提
起
し
た
。

＊
関
連
企
画 

６
・
17
討
論
集
会

　
６
月
17
日
（
土
）
13
時
30
分
（
開
場
13
時
）

　
千
葉
市
文
化
セ
ン
タ
ー
セ
ミ
ナ
ー
室

　（
千
葉
市
中
央
区
中
央
２
―
５
―
１
千
葉
中
央
ツ
イ
ン
ビ
ル
２
号
館
） 

国
鉄
闘
争
全
国
運
動
６
・
18
全
国
集
会

　
６
月
18
日
（
日
）
13
時
30
分
（
開
場
13
時
）

　
江
戸
川
区
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー  

大
ホ
ー
ル

　（
東
京
都
江
戸
川
区
中
央
４
―
14
―
１
）

解雇撤回
行政訴訟 東京地裁は井手・深澤に証言させろ
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詰
に
な
っ
た
事
故
な
ど
相
次
ぐ
運
転

中
止
だ
。
こ
の
間
の
統
括
本
部
へ
の

再
編
に
よ
る
人
員
削
減
が
根
本
原
因

だ
。
ベ
テ
ラ
ン
労
働
者
を
現
場
か
ら

引
き
離
し
た
結
果
の
事
故
だ
。

　
３
月
ダ
イ
改
の
統
括
本
部
体
制
―

広
域
配
転
攻
撃
に
よ
っ
て
、
山
口
エ

リ
ア
で
は
ワ
ン
マ
ン
化
で
車
掌
が
全

廃
さ
れ
、
広
島
へ
の
異
動
を
進
め
ら

れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
Ｊ
Ｒ
西
日
本
は
、芸
備
線
・

山
陰
本
線
、
舞
鶴
線
な
ど
地
方
ロ
ー

カ
ル
線
の
廃
止
攻
撃
を
激
化
さ
せ
て

い
る
。

　
原
田
委
員
長
と
共
に
全
日
ス
ト
に

入
っ
た
岡
崎
昭
夫
副
委
員
長
が
ス
ト

宣
言
を
読
み
上
げ
た
。
さ
ら
に
京
都

府
職
労
舞
鶴
支
部
や
改
憲
・
戦
争
阻

止
！
大
行
進
京
滋
、
豊
岡
と
奈
良
の

自
治
体
労
働
者
、
八
尾
北
医
療
セ
ン

タ
ー
労
組
、
婦
人
民
主
ク
ラ
ブ
全
国

協
、
全
学
連
、
広
島
労
組
交
流
セ
ン

タ
ー
が
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

（
京
都
府
）
で
時
限
ス
ト
に
入
っ
た
。

原
田
新
委
員
長
体
制
と
な
っ
て
初
の

ス
ト
ラ
イ
キ
だ
。

　
制
服
姿
の
原
田
委
員
長
は
「
自
分

　
動
労
千
葉
は
４
月
６
日
、
春
闘
第

２
波
の
闘
い
と
し
て
千
葉
鉄
道
サ
ー

ビ
ス
（
Ｃ
Ｔ
Ｓ
）
本
社
抗
議
行
動
を

行
っ
た
。
Ｃ
Ｔ
Ｓ
は
前
日
５
日
、
今

年
度
の
新
賃
金
に
つ
い
て
回
答
。
社

員
は
、
定
期
昇
給
４
号
俸
、
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
分
と
し
て
２
号
俸
を
加
算
し

た
。
し
か
し
ベ
ア
額
は
１
等
級
の
社

員
で
２
号
俸
＝
８
０
０
円
、
４
等
級

で
１
１
０
０
円
の
超
低
額
回
答
。
契

約
・
パ
ー
ト
社
員
は
ゼ
ロ
回
答
だ
。

　
Ｃ
Ｔ
Ｓ
の
22
年
度
決
算
（
概
要
）

は
営
業
利
益
が
約
４
３
０
０
万
円

（
前
年
比
１
２
１
％
）
と
昨
年
に
続

い
て
大
幅
な
増
益
見
込
み
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
ベ
ア
は
千
円
前
後
。
物
価

上
昇
を
考
え
れ
ば
、
認
め
ら
れ
る
も

の
で
は
な
い
。

　
渡
辺
剛
史
書
記
長
は
「
ウ
ク
ラ
イ

ナ
戦
争
、
原
油
高
、
物
価
高
が
労
働

者
の
生
活
を
圧
迫
し
て
い
る
。
大
幅

賃
上
げ
を
し
な
け
れ
ば
生
活
す
ら
ま

ま
な
ら
な
い
。
現
場
で
働
く
者
、
特

に
若
い
社
員
が
将
来
の
展
望
を
見
い

だ
す
た
め
に
闘
う
労
働
組
合
の
復
権

が
必
要
だ
」
と
訴
え
た
。

　
交
渉
報
告
を
北
村
執
行
委
員
が
行

い
、「
実
質
大
幅
賃
下
げ
と
同
じ
」

と
Ｃ
Ｔ
Ｓ
の
回
答
を
弾
劾
。「
会
社

の
体
力
が
な
い
な
ど
と
言
い
な
が
ら

上
級
管
理
者
だ
け
は
好
き
放
題
に
65

歳
以
降
も
雇
用
延
長
。
約
８
０
０
人

の
Ｃ
Ｔ
Ｓ
に
１
０
０
人
も
管
理
者
が

必
要
な
の
か
。
ほ
と
ん
ど
は
Ｊ
Ｒ
か

ら
の
天
下
り
だ
。
現
場
を
食
い
物
に

す
る
Ｃ
Ｔ
Ｓ
の
腐
り
き
っ
た
あ
り
方

を
打
ち
破
る
闘
い
を
」
と
職
場
か
ら

の
闘
い
を
呼
び
か
け
た
。

　
動
労
西
日
本
は
３
月
17
日
、「
23

春
闘
勝
利
、
３
月
ダ
イ
ヤ
改
定
に
よ

る
合
理
化
・
人
員
削
減
阻
止
」
を
掲

げ
原
田
隆
司
委
員
長
が
福
知
山
駅

〝
実
質
賃
下
げ
の
低
額
回
答
許
せ
な
い
〟

 

Ｃ
Ｔ
Ｓ
本
社
に
動
労
千
葉
が
怒
り
の
抗
議
行
動

や
職
場
の
仲
間
の
家
族
、
軍
服

を
着
た
労
働
者
で
あ
る
自
衛
隊

員
、
敵
国
と
さ
れ
る
国
の
労
働

者
の
誰
も
が
戦
争
で
殺
さ
れ
て

は
な
ら
な
い
」
と
訴
え
、
大
幅

賃
上
げ
だ
け
で
な
く
赤
字
ロ
ー

カ
ル
線
廃
止
―
み
ど
り
の
窓
口

削
減
阻
止
、
戦
争
と
鉄
道
軍
事

輸
送
に
絶
対
反
対
の
決
意
を
訴

え
た
。

　
動
労
西
日
本
が
ス
ト
を
決
断

し
た
理
由
の
一
つ
は
、
昨
年
12

月
の
岡
山
エ
リ
ア
全
線
運
休
、

１
月
の
雪
に
よ
る
ポ
イ
ン
ト
故

障
で
乗
客
が
10
時
間
列
車
に
缶

動
労
西
日
本
が
福
知
山
駅
な
ど
で
ス
ト

統
括
本
部・
芸
備
線
廃
線
な
ど
に
反
撃
の
闘
い

　
Ｊ
Ｒ
西
日
本
は
２
０
１
８
年
４

月
、
三
さ
ん
こ
う江
線
（
島
根
県
・
江
津
駅
～

広
島
県
・
三
次
駅
）
を
廃
線
に
し
た
。

三
江
線
の
営
業
距
離
は
１
０
８
・
１

㌔
。
国
鉄
分
割
・
民
営
化
後
、
本
州

に
お
け
る
Ｊ
Ｒ
の
廃
線
路
線
と
し
て

は
最
長
距
離
だ
。

　
本
書
は
、「
三
江
線
の
歴
史
を
振

り
返
る
と
と
も
に
、
三
江
線
廃
線
問

題
の
経
緯
を
記
録
し
こ
の
教
訓
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
今
後
の
沿
線

地
域
の
将
来
お
よ
び
地
域
公
共
交
通

の
あ
り
方
を
展
望
す
る
こ
と
（
は
し

が
き
）」
を
目
的
に
刊
行
さ
れ
た
。

島
根
大
学
の
関
耕
平
教
授
ら
８
人
の

執
筆
に
よ
る
。

　「
三
江
線
の
歴
史
」「
三
江
線
の
現

在
」「
三
江
線
の
未
来
」
の
３
部
構

成
と
な
っ
て
い
る
。

　

江
の
川
と
三
江
線

　
第
１
部
は
江ご
う

の
川
流
域
と
三
江
線

の
歴
史
が
書
か
れ
て
い
る
。

　
三
江
線
は
、
広
島
県
に
水
源
を
持

つ
全
長
１
９
４
㌔
の
中
国
地
方
最
長

の
河
川
で
あ
る
「
江
の
川
」
に
よ
っ

て
形
成
さ
れ
た
急
峻
な
渓
谷
沿
い
を

走
る
。
中
国
山
地
の
造
山
活
動
を
江

の
川
の
侵
食
力
が
上
回
り
、
広
島
県

が
水
源
に
も
か
か
わ
ら
ず
中
国
地
方

を
横
断
し
て
日
本
海
側
に
注
ぐ
の
が

際
立
っ
た
地
理
的
特
徴
だ
。

　
こ
の
た
め
日
本
海
沿
岸
地
域
と
瀬

戸
内
地
域
を
結
ぶ
水
運
ル
ー
ト
の
舞

台
と
し
て
流
域
の
歴
史
は
展
開
し

た
。
山
陰
地
方
か
ら
中
国
山
地
一
体

に
鉄
器
を
広
げ
た
の
は
三み
よ
し次

盆
地
の

商
人
や
鍛
冶
屋
だ
っ
た
。

　
中
世
に
は
出
雲
国
と
安
芸
国
の
境

界
と
な
り
、
ま
た
石い
わ
み見

銀
山
と
も
隣

接
し
て
い
る
こ
と
か
ら
戦
国
大
名
の

尼
子
氏
と
毛
利
氏
の
激
し
い
攻
防
の

舞
台
と
な
っ
た
。
ま
た
江
戸
か
ら
明

治
期
に
か
け
て
は
、
江
の
川
流
域
は

「
た
た
ら
製
鉄
」
が
盛
ん
に
行
わ
れ

た
（
映
画
『
も
の
の
け
姫
』
の
「
た

た
ら
場
」
も
島
根
県
が
モ
デ
ル
）。

豊
富
な
砂
鉄
と
森
林
資
源
に
加
え
、

江
の
川
の
水
運
が
製
鉄
を
支
え
た
。

　
歴
史
的
に
形
成
さ
れ
た
江
の
川
水

運
の
機
能
を
鉄
道
と
い
う
形
で
継
承

し
た
の
が
三
江
線
だ
。
江
の
川
の
流

れ
に
沿
っ
て
三
次
か
ら
日
本
海
側
の

石
見
地
域
の
江ご
う
つ津
ま
で
を
つ
な
ぐ
路

線
。
明
治
中
期
か
ら
鉄
道
敷
設
の
運

動
が
始
ま
っ
た
。
当
初
は
、
朝
鮮
半

島
と
の
貿
易
港
だ
っ
た
浜
田
と
軍
都

廣
島
を
鉄
道
で
結
ぶ
こ
と
が
軍
事

的
・
経
済
的
に
重
要
と
考
え
ら
れ
た
。

　
し
か
し
、
山
陽
側
に
お
い
て
重
点

的
に
鉄
道
・
港
湾
整
備
、
殖
産
興
業

な
ど
の
公
共
投
資
が
行
わ
れ
、
山
陰

地
方
側
の
開
発
は
遅
れ
た
。
そ
の
後

は
、
地
域
の
人
口
流
出
な
ど
の
解
決

を
企
図
し
て
三
江
線
敷
設
運
動
が
展

開
さ
れ
た
。
し
か
し
、
難
工
事
と
戦

争
に
よ
る
中
断
な
ど
で
敷
設
工
事
は

遅
々
と
し
て
進
ま
ず
、
全
線
開
通
は

戦
後
に
持
ち
越
さ
れ
た
。

　
１
９
５
８
年
に
三
江
線
全
通
促
進

県
民
大
会
（
１
５
０
０
人
）
が
開
催

さ
れ
、
60
年
に
よ
う
や
く
工
事
が
再

開
さ
れ
た
。
し
か
し
産
業
構
造
の
転

換
な
ど
を
背
景
に
63
年
サ
ン
パ
チ
豪

雪
も
引
き
金
と
な
り
都
市
部
へ
の
人

議
の
場
も
設
け
ら
れ
た
が
、
Ｊ
Ｒ
西

が
鉄
道
運
営
に
一
切
関
与
し
な
い
こ

と
を
前
提
と
し
た
議
論
で
あ
り
、
周

辺
自
治
体
は
財
政
負
担
に
対
応
で
き

ず
、
い
ず
れ
の
案
も
退
け
ら
れ
た
。

次
第
に
バ
ス
転
換
が
既
定
路
線
か
の

よ
う
な
雰
囲
気
が
漂
い
始
め
る
。

　
こ
う
し
て
報
道
か
ら
わ
ず
か
11
か

月
後
の
16
年
９
月
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
は

正
式
に
廃
線
届
を
国
土
交
通
省
に
提

出
す
る
〝
短
期
決
着
〟
と
な
っ
た
。

　
三
江
線
廃
線
の
論
理
と
し
て
Ｊ
Ｒ

西
日
本
が
主
張
し
た
の
が
、
①
大
量

輸
送
と
い
う
鉄
道
の
特
性
を
発
揮
で

き
て
い
な
い
、
②
通
院
や
買
い
物
な

ど
が
地
元
で
完
結
す
る
地
域
ニ
ー
ズ

に
合
致
し
て
い
な
い
、
③
利
用
者
の

減
少
に
歯
止
め
が
か
か
っ
て
い
な

い
、
④
災
害
被
災
と
復
旧
の
繰
り
返

し
は
社
会
経
済
的
に
不
合
理
―
―
の

４
点
だ
。

　
赤
字
路
線
で
あ
る
と
い
っ
た
収
支

に
つ
い
て
は
一
切
触
れ
ら
れ
て
い
な

い
こ
と
に
注
意
が
必
要
だ
。し
か
し
、

赤
字
が
理
由
で
は
な
い
と
言
い
な
が

ら
「
鉄
道
維
持
の
コ
ス
ト
の
問
題
」

の
論
調
が
強
調
さ
れ
て
い
く
。
住
民

説
明
会
で
Ｊ
Ｒ
西
が
最
初
に
示
し
た

の
が
「
輸
送
密
度
の
推
移
」
で
、
人

口
減
少
を
上
回
る
ペ
ー
ス
で
利
用
者

が
減
少
し
た
こ
と
を
強
調
し
た
。

短
期
決
着
の
打
破
を

　
本
書
は
、
今
後
の
検
討
・
検
証
が

求
め
ら
れ
る
論
点
を
次
の
よ
う
に
指

摘
し
て
い
る
。

　
何
よ
り
も
三
江
線
廃
止
の
意
思
決

定
の
プ
ロ
セ
ス
が
き
わ
め
て
短
期
間

で
住
民
や
自
治
体
が
関
与
で
き
な

か
っ
た
こ
と
だ
。
わ
ず
か
１
年
足
ら

ず
で
廃
止
あ
り
き
で
議
論
が
進
ん

だ
。「
い
か
な
る
形
態
で
も
Ｊ
Ｒ
西

三江線廃止の経緯と教訓、論点などを検証

書
籍

紹
介 

「
三
江
線
の
過
去・
現
在
・
未
来 

地
域
の
持
続
可
能
性
と

ロ
ー
カ
ル
線
の
役
割

」

は
鉄
道
を
維
持
し
な
い
。
維
持
し
た

い
の
で
あ
れ
ば
、
沿
線
の
自
治
体
や

住
民
の
自
腹
で
ど
う
ぞ
」
と
い
う
構

図
に
な
っ
た
。
ま
ず
は
短
期
決
戦
を

決
着
す
る
闘
い
や
迫
力
、
論
理
や
宣

伝
が
必
要
だ
。

　
利
用
者
減
少
の
背
景
と
し
て
住
民

か
ら
「
使
い
た
く
て
も
使
え
な
か
っ

た
」
の
声
も
指
摘
し
て
い
る
。
例
え

ば
山
陰
本
線
と
接
続
す
る
江ご
う
つ津

駅
発

の
列
車
は
廃
線
前
は
わ
ず
か
１
日
５

本
に
。
朝
５
時
53
分
発
の
次
が
12
時

34
分
、
し
か
も
江
津
駅
を
出
発
し
た

直
後
に
特
急
が
到
着
す
る
な
ど
「
同

一
の
鉄
道
会
社
か
と
目
を
疑
う
ダ
イ

ヤ
」
だ
っ
た
。

　「
朝
は
通
学
に
利
用
す
る
が
、
帰

り
は
時
間
が
合
わ
な
い
た
め
駅
ま
で

迎
え
」「
通
院
の
帰
り
が
タ
ク
シ
ー

で
医
療
費
の
数
倍
か
か
る
」
な
ど
の

利
用
実
態
や
地
域
ニ
ー
ズ
に
つ
い
て

十
分
に
検
討
や
対
応
が
で
き
な
か
っ

た
と
指
摘
す
る
。

　
ま
た
Ｊ
Ｒ
日
本
は
、
活
性
化
協
議

会
の
成
果
が
乏
し
い
こ
と
を
廃
線
の

理
由
と
し
て
強
調
し
た
。「
利
用
者

が
少
な
い
か
ら
廃
止
」
と
い
う
論
理

は
、バ
ス
転
換
も
同
じ
論
理
に
陥
る
。

し
か
も
Ｊ
Ｒ
西
日
本
は
一
定
期
間
の

関
与
で
逃
亡
す
る
の
だ
。
さ
ら
に
保

安
費
用
の
縮
減
が
災
害
へ
の
脆
弱
性

を
惹
起
し
た
こ
と
や
、
行
政
・
政
治

に
よ
る
取
り
組
み
な
ど
様
々
な
論
点

を
検
証
し
て
い
る
。

　
廃
線
か
ら
５
年
、
三
次
駅
か
ら
江

津
駅
ま
で
約
１
２
０
㌔
の
移
動
に
６

本
の
バ
ス
を
乗
り
継
ぎ
、
13
時
間
が

掛
か
る
。
代
替
バ
ス
は
年
２
億
円
の

赤
字
で
周
辺
自
治
体
が
穴
埋
め
し
て

い
る
の
が
現
状
だ
。

　
第
３
部
で
は
、
可
部
線
の
廃
線
な

ど
を
取
り
上
げ
る
。
問
題
意
識
が
い

ろ
い
ろ
喚
起
さ
れ
た
本
だ
っ
た
。

（
今
井
出
版
／
２
０
１
７
年
３
月
31

日
発
行
／
定
価
１
１
１
１
円
＋
税
）

自
治
体
職
員
）。

　
２
０
１
５
年
10
月
に
地
元
紙
が
廃

線
検
討
を
１
面
で
大
き
く
報
じ
た
。

地
元
自
治
体
の
議
会
で
存
続
決
議
な

ど
が
次
々
と
上
が
る
が
、
Ｊ
Ｒ
西
日

本
は
一
方
的
に
バ
ス
転
換
案
な
ど
の

住
民
説
明
会
を
開
催
し
た
。そ
の
後
、

口
流
出
が
加
速
。
こ
う
し

て
全
線
開
通
は
１
９
７
５

年
、
他
路
線
と
比
べ
て
大

き
く
立
ち
遅
れ
た
。

廃
線
化
の
経
緯

　
第
２
部
は
「
廃
線
問
題

に
ど
う
向
き
合
う
の
か
」

と
題
し
て
三
江
線
廃
線
の

経
緯
と
検
討
・
検
証
す
べ

き
点
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
廃
線
化
の
伏
線
・
兆
候

は
早
く
、
豪
雨
に
よ
る
土

砂
崩
れ
な
ど
の
災
害
が
中

国
地
方
で
多
発
し
、
Ｊ
Ｒ

西
日
本
は
06
年
、
13
年
の

災
害
復
旧
の
際
に
廃
線
の

検
討
を
本
格
化
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
主
導
で

「
三
江
線
沿
線
の
あ
り
方

勉
強
会
」
が
幾
度
も
開
催

さ
れ
た
。
し
か
し
結
果
的

に
協
議
会
が
廃
線
を
前
提

と
し
た
手
続
き
だ
っ
た
と

地
元
の
住
民
は
憤
る
。
観

光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
の

取
り
組
み
も
廃
線
の
判
断

材
料
に
さ
れ
た
（
地
元
の

第
３
セ
ク
タ
ー
方

式
や
上
下
分
離
な

ど
の
存
続
策
の
協


